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本総会の⽬的事項

報告事項
第21期（平成28年４⽉１⽇から平成29年３⽉31⽇まで）
事業報告及び計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余⾦処分の件
第２号議案 取締役4名選任の件



監査報告 招集通知 31〜34⾴

ガーデンコート成城（2003年1⽉竣⼯）



事業報告

ファーロ南⻘⼭
（2001年10⽉竣⼯）

招集通知 5〜21⾴

ルネッサンスタワー上野池之端
（2005年1⽉竣⼯）



 ソリューション案件の販売⾒送りにより24%の減収
 売上総利益率 前期17.4％→当期22.9％（＋5.5p）
 当期純利益は増益、5期連続⿊字達成

＜要因＞固定資産売却益（120百万円）を特別利益計上
繰延税⾦資産（50百万円）を計上

事業の状況
科⽬ 前期 当期 増減率

売上⾼ 8,919 6,759 24.2％減

売上総利益 1,554 1,546 0.5％減

営業利益 281 131 53.4％減

経常利益 168 20 88.0％減

当期純利益 141 170 20.9％増

（単位：百万円）



不動産開発販売事業
科⽬ 前期 当期 増減率

売上⾼ 7,710 5,118 33.6％減

売上総利益 1,270 1,157 8.9％減

（単位：百万円）

【主な当期引渡物件】

サンウッド桜上⽔サンウッド東⽇本橋フラッツガーデンテラス⽩⼭ ⻄⽇暮⾥フラッツ

売上総利益率 16.5％ ⇒ 22.6％ +6.1p



リノベーション事業・その他

科⽬ 前期 当期 増減率

売上⾼ 874 1,285 47.0％増

売上総利益 89 135 51.7％増

 事業開始4年⽬。販売可能在庫積み増し戦略が奏功。
 売上⾼・利益ともに過去最⾼業績。

リノベーション事業

その他の事業

 売上⾼ 354百万円(6.2％増) 売上総利益 253百万円(30.0％増)

 賃貸収⼊増加が主な増収増益要因

（単位：百万円）

（リフォーム・仲介・賃貸）



事業報告

• 設備投資、資⾦調達の状況
• 財産及び損益の状況
• 重要な親会社及び⼦会社の状況
• 対処すべき課題
• 主要な事業内容、営業所及び⼯場、従業員の状況
• 主要な借⼊先の状況
• その他会社の現況に関する重要な事項
• 株式、新株予約権等の状況
• 会社役員、会計監査⼈の状況
• 業務の適正を確保するための体制

招集通知 7〜21⾴



計算書類 招集通知 22〜30⾴

⾚坂タワーレジデンス Top of the Hill
（2008年4⽉竣⼯）



貸借対照表

資産合計

負債合計

純資産合計

12,156

現⾦及び預⾦ 1,659
棚卸資産 8,245
流動資産計 10,036
固定資産計 2,119

8,635

流動負債計 4,603
固定負債計 4,032

3,520

招集通知 22⾴

（単位：百万円）



 ソリューション案件の販売⾒送りにより24%の減収
 売上総利益率 前期17.4％→当期22.9％（＋5.5p）
 当期純利益は増益、5期連続⿊字達成

＜要因＞固定資産売却益（120百万円）を特別利益計上
繰延税⾦資産（50百万円）を計上

科⽬ 前期 当期 増減率

売上⾼ 8,919 6,759 24.2％減

売上総利益 1,554 1,546 0.5％減

営業利益 281 131 53.4％減

経常利益 168 20 88.0％減

当期純利益 141 170 20.9％増

（単位：百万円）

損益計算書 招集通知 23⾴



今後の⾒通し

ガーデンコート多摩センター
（2017年6⽉竣⼯予定）



平成30年３⽉期 業績予想

科⽬ H29.3期 H30.3期 増減率

売上⾼ 6,759 11,584 71.4％増

営業利益 131 504 283.7％増

経常利益 20 350 1,626.8％増

当期純利益 170 240 40.8％増

⼤幅な増収増益⾒込み
 新築分譲プロジェクト4物件引渡し
 リノベーション事業の継続的事業規模拡⼤

（単位：百万円）



平成30年３⽉期 売上要因
（1）不動産開発販売事業 9,626百万円（当期5,118百万円）

新築分譲プロジェクト4物件の引渡しにより88.1％増収⾒込み

合計115.8億円

（2）リノベーション事業 1,626百万円（当期1,285百万円）
引き続き仕⼊・販売ともに好調。継続的事業規模拡⼤26.5％増収⾒込

（3）その他の事業 330百万円（当期354百万円）

物 件 名 想定売上 販売⼾数 引渡予定 状 況

サンウッド⾚坂丹後町 1,627百万円 21⼾ 17年7⽉ 販売中

ガーデンコート多摩センター（JV） 2,941百万円 55⼾ 17年8⽉ 販売中

サンウッド代々⽊⻄参道 3,304百万円 46⼾ 17年9⽉ 販売中

グローリオ⽂京東⼤前ヒルズ（JV） 1,081百万円 13⼾ 18年3⽉ 販売中

完成在庫（桜上⽔、⻄⽇暮⾥、他） 670百万円 15⼾ 販売中



売上計上／平成30年３⽉期



売上計上／平成30年３⽉期



売上計上／平成31年３⽉期以降



経営⽅針と今後の拡⼤戦略

サンウッド代々⽊⻄参道
（2017年8⽉竣⼯予定）



経営⽅針



今後の拡⼤戦略
多様化するニーズに対応

「都⼼部のハイエンド物件」を事業の中⼼として継続し、
「都⼼近郊のコンパクト物件」「郊外型のコンセプト物件」を
組み合わせる

サンウッド代官⼭猿楽町

コンパクト

サンウッド東⽇本橋フラッツ

コンセプト

ガーデンコート多摩センター

ハイエンド



都⼼部ハイエンド物件
当社の得意分野である都⼼部ハイエンドマンションは、物件供給を継続・強化。
■都⼼部の良質な⽴地で、多数の供給実績。

⾚坂５物件、⻘⼭、松濤、代官⼭、代々⽊などで億ションを多数供給。

フルオーダー可能な販売体制

■富裕層のニーズを熟知した商品企画・サービス提供⼒

サンウッド代官⼭猿楽町 サンウッド松濤 ⾚坂タワーレジデンスサンウッド代々⽊公園

• ⾃社で企画設計を⾏うことによる商品企画/販売ノウハウ
• 富裕層のお客さまの理想の住まいを叶える

オーダーメイドプラスで、多彩な実例を基に設計変更を提案。
• ⾼品質なサービス⼒…社内には⼀級建築⼠が7名在籍。

• 都⼼の街並み、市場特性、市況を熟知
• 都⼼に強い不動産仕⼊先のネットワークが確⽴



■オーナーサポート強化
オーナーサポート部を新設。「サンウッドオーナーズ倶楽部」を2017年夏にリニューアル。
オーナー満⾜度の向上に加えて、新たな収益機会の創造を図る。

その他の取組
■不動産ソリューション事業の開始 利益増加利益増加⽤地確保⽤地確保

▼将来の事業⽤地確保
 都⼼部のマンション適地は供給不⾜
 更地案件は価格⾼騰

▼賃貸収⼊増加
 利益⾯で業績貢献
 損益分岐点を下げる

・賃貸中のオフィス・賃貸住宅等を購⼊し、当⾯は賃貸収⼊を得ながら保有。
＜将来的には＞・⾃社マンション開発⽤地（種地） ・バリューアップを施した後に売却

■関連事業の営業⿊字化
＜リノベーション＞＜仲介＞取扱件数・単価アップ。 ＜リフォーム＞新築オーダーメイド・既存オーナー案件特化。

利益増加利益増加

将来への布⽯将来への布⽯



ブランドコンセプト



議案説明



第１号議案
剰余⾦処分の件

１株当たり期末配当⾦ ⾦２０円

配当総額 ⾦９４,６７７,１２０円

効⼒発⽣⽇ 平成２９年６⽉２６⽇

【第21期末配当⾦】 招集通知 2⾴



第２号議案
取締役4名選任の件

【取締役候補者】

佐々⽊ 義実
倉増 晋
澤⽥ 正憲
⼿島 芳貴（社外）

招集通知 2〜４⾴



第２号議案
取締役4名選任の件

【取締役候補者】

佐々⽊ 義実
倉増 晋
澤⽥ 正憲
⼿島 芳貴（社外）

招集通知 2〜４⾴


